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発行 令和元年 7 月 

 書 名 著（編）者名 出版社／分類 

１ 

 

マンガでわかる！ 

10 代に伝えたい名言集 

 

定政敬子／著 

北谷彩夏／絵 
大和書房／159 サ 

 

いじめにあって、どうしていいかわからない。どうしても

人に好かれたいと思ってしまう…。10 代の若者たちの悩

みにそっと寄り添う偉人の言葉や、同じような悩みで苦し

んだ偉人のエピソードを漫画でわかりやすく紹介。 

自分が傷ついたり、落ち込んだりしたときに、自分で立ち

直り、また人生を歩み出す勇気をもらえる 1 冊です。 

２ 

部長会議はじまります 吉野万理子／作 朝日学生新聞社／ヨシ 

 

文化部編と運動部編の 2 部構成である。文化部は「ジオラ

マ事件」の真相を探る話。運動部は第 2 体育館解体による

各部の苦悩の話である。個性的な 12 人の登場人物が出て

くるので、それぞれの人間模様を楽しむのもよし、謎解き

を楽しむのもよし、様々な読み方のできる 1 冊である。 

３ 

 

ことばハンター  

国語辞典はこうつくる 
飯間浩明／著 ポプラ社／813 イ 

 

国語辞典編纂者である著者は、人呼んで「ことばハンタ

ー」国語辞典に載せるべき新しい日本語を求めて毎日街に

繰り出しています。「やばい」も「ガチ」も「ハンパない」

も実は全部、国語辞典に載っているんです。こうしたこ

とばはどのように選ばれ辞書に掲載されるのか？現代日

本語を追いかけて奮闘する国語辞典編纂者のちょっと変

わった日常を描いた“お仕事ノンフィクション”です。 

４ 

その景色をさがして 中山聖子／著 PHP 研究所／ナカ 

 

母親を亡くし祖父母とともに暮らす中学 2 年生のトーコ。

母子家庭だったトーコは、病気療養中の母に優しくできな

かったことを心のすみで悔やんでいた。そんなトーコが、

母が「トーコに見せたい場所がある」と言っていたことを

思いだす･･･。誰にでもきっとある心のもやもやした感じ

が描かれている。ラストが感動的。 

５ 

給食アンサンブル 如月かずさ／著 光村図書出版／キサ 

 転校先に馴染むのを拒む美貴、親友の姉に恋をする満、孤

独な優等生の清野…。悩みを抱く中学生六人の揺れる心

が、給食をきっかけに変わっていく。やさしく胸に響くア

ンサンブルストーリー。読んだ後、前向きな気持ちになれ

る爽やかな青春小説です。 

中学生におすすめしたい本２０冊 第４０号 

号 
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6 

 

15 歳のコーヒー屋さん 

発達障害のぼくができることからぼく

にしかできないことへ 

岩野響／著 ＫＡＤＯＫＡＷＡ／916イワ 

 

「好きなことを仕事にしたら障害じゃなくなった！」 

著者は 10 歳で発達障害のひとつ、アスペルガー症候群と

診断されました。学校生活に適応できず中学校に通えなく

なったのをきっかけに、あえて進学しない道を選んだ 15

歳の「生きる道探し」とは？ 現在、コーヒー焙煎士とし

て注目されている著者の回想録です。 

７ 

 

もしも世界に法律がなかったら 

「六法」の超基本がわかる物語 
木山泰嗣／著 日本実業出版社／320 キ 

 

中学 1 年生の女の子が、ある日突然「法律が存在しなかっ

た世界」に迷い込み、あらゆる無法が許される滅茶苦茶な

世界を体験するという物語仕立ての法律解説本。 

一章ごとにテーマとなる法律があり、それに沿って物語が

展開し、合間に法律の解説をはさむと言う形式を採ってい

るので、大変分かりやすく法律を学べる本です。 

8 

地図を広げて 岩瀬成子／著 偕成社／イワ 

 

鈴（中 1）は９才の時母が弟の圭を連れて出て行ったため、

父と二人暮らしであった。母が病気で亡くなり、弟の圭が

やってきて一緒に住むようになる所から話が始まる。学校

から帰るといつも自転車でどこかへ行く圭。そんな圭に戸

惑う鈴。離れて生活していた姉弟は心のすき間をうめるこ

とができるか？はらはらする気持ちになる物語。 

9 

トリガー いとうみく／著 ポプラ社／イト 

 

音羽と亜沙見は親友同士。物語は帰り道に音羽と別れた亜

沙見が消息を絶ってしまう所から始まる。何かに悩んでい

るのに気付きながら何もできなかった自分をせめる音羽。 

実は亜沙見は中学生が抱えるにはあまりにも重い悩みを

抱えていたのだ･･･。真の闇を乗り越えようとする二人の

姿にすがすがしさが感じられる。 

10 

キズナキス 梨屋アリエ／著 静山社／ナシ 

 

もしも友達の心を覗けたら、あなたは覗きたいですか？

日々希の中学校では人の心がよみとれるマイクロスコー

プが配布される。人口知能を応用して生徒の心を管理しよ

うとする近未来的設定の話である。本心を知りたいけど知

られたくない。友達と一緒にいても孤独を感じる。そんな

少女達の心の叫びが伝わる 1 冊である。 

https://www.kadokawa.co.jp/product/search/?auth=岩野響
https://cdn.kdkw.jp/cover_1000/321709/321709000718.jpg
https://www.kaiseisha.co.jp/authors/13700
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11 

たまねぎとはちみつ 
瀧羽麻子／作 

今日マチ子／絵 
偕成社／タキ 

 

内気で素直な千春は小学 5 年生。ふとしたことで道のは

ずれにある修理屋のおじさんと知り合い、「今日はたまね

ぎ」「明日は、はちみつ」の合言葉でいつしか、親や友達

に言えないことも話せる関係になっていきます。しかしそ

のお店にはかかわりの少ない同じクラスの俊太もいて…。 

三人の特別な 1 年をゆっくりと描いた物語。 

12 

夏の庭   

Ｔｈｅ Ｆｒｉｅｎｄｓ 
湯本香樹実／作 徳間書店／ユモ 

 

三人の少年達は友人から死んだ人の話を聞いた。「死んだ

らどうなるんだろう」という素朴な疑問から、近所に住む

おじいさんをこっそりと見張り始める。やがて見つかって

しまうがそこから、おじいさんとの交流が始まる。おじい

さんが教えてくれたのは、花の名前や花火の色、そしても

っともっと大切なこと。かけがえのない夏休みの物語。 

13 

２０歳のソウル 

奇跡の告別式、一日だけのブラスバンド 
中井由梨子／作 小学館／289.1 アサ 

 

高校の吹奏楽部の部長だった大義は、誰にでも優しく慕わ

れていた。19 歳で癌を発症し 20 歳でこの世から旅立っ

た。彼の告別式で 164 人の仲間が集まり演奏した実話で

ある。彼は発病してからも気丈に生きるための努力をあき

らめなかった。たくさんの人に愛され、勇気を与えた彼の

生き方は、きっと大切なことを伝えてくれるだろう。 

14 

ようこそ、難民! 100 万人の難民がやっ

てきたドイツで起こったこと 
今泉みね子／著 合同出版／334 イ 

 

2015 年の夏休み、マックスが出会った“言葉をなくした少

年”は、シリアから逃げてきた難民だった。宗教や習慣へ

の無理解、テロの恐怖から「難民は出ていけ！」とさけぶ

大人たち。意見が対立する中、マックスは心揺れつつも少

年が描いた絵が頭から離れず…。大量の難民がおし寄せた

ドイツで実際に起きたできごとをモチーフに描いた物語。 

15 

また明日、君の隣にいたかった 鞠坂小鞠／著 アルファポリス／マリ 

 

自分の死期がわかり人との関わりを避け、その日を迎えよ

うとする高校生井荻文成に残された時間は半年間。「その

時」を淡々と待つ彼の前に、日常を壊す少女が現れます。

騒がしくて、自由奔放で、わずらわしい彼女に振り回され

る日々が始まりますが、次第に二人は惹かれあい…。感動

の恋愛ファンタジー。 
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16 

願いごとの樹 
キャサリン・アップルゲイト／作 

尾高薫／訳 
偕成社／93 アツ 

 

レッドは樹齢 216 年の木。町の人たちは毎年一度願いご

とを結びつけにくる。それはある少女が「友達がほしい」

という願いを結びつけたのがきっかけである。歳月が過ぎ

樹が切り倒されることになった日、奇跡が起こるのであっ

た。願いごとの樹として町の人間や動物たちを見守るレッ

ドの目はいつも優しい。読後あたたかい気持ちになれる

本。 

17 

レモンの図書室 
ジョー・コットリル／作  

杉田七重／訳 
小学館／93 コツ 

 

母を亡くし、ネグレクト気味の父と二人暮らしのカリプソ

は、ひとりぼっちで本の世界に入りこんでいた。母が遺し

てくれた「図書室」はカリプソの宝物だ。ある日、本好き

な転校生メイがやってきてカリプソの日常は少しずつ変

わっていくのだが、父が信じられないことをしてしまう。

本でつちかった豊かな想像力と、篤い友情を武器に困難と

戦う少女の姿を描く。 

18 

ぼくがスカートをはく日 
エイミ・ポロンスキー／著 

西田佳子／訳 
学研プラス／93 ポロ 

 

幼い時に両親を事故で亡くし、叔父家族と暮らす 12 歳の

グレイソン。彼は“本物の女の子になりたい”という思い

を隠して暮らしていたが、学校で演劇のオーディションが

開催されることを知り…。「女神の役をやりたい！」 自

分らしく生きる道を選択したトランスジェンダーの少年

の姿を描く。 

19 

ペーパーボーイ 
ヴィンス・ヴォーター／作   

原田勝／訳   
岩波書店／93 ボタ 

 

一九六〇年代のアメリカ。 

吃音症の少年ヴィクターは友達の代わりに、新聞配達のア

ルバイトを引き受ける。 

博学で変わり者の老人や、家庭問題を抱える女性、黒人の

家政婦など、様々な大人と接して行く内に、少年は人の優

しさと不条理に触れ、成長していく…。 

20 

凍てつく海のむこうに ルータ・セペティス／著   

野沢佳織／訳   
岩波書店／93 セペ 

 

史上最大の犠牲者を出した海難事件「グストロフ号事件」

を題材に第二次世界大戦末期の惨状を描く小説。 

四人の立場が異なる若者達を主人公に、同時進行で煩雑に

視点を切り替えながら進んでいく物語は、負け行く国の避

難民に架せられた過酷極まりない状況をリアルに描いて

ゆき、戦争の無常を伝える。 


